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教師志望学生は，教育実習や入職後の現場経験を経ることで，大学で学んだ「進歩主義的な」

教育観よりも，自身の被教育経験や現実の学校の文脈と親和性の高い「伝統的な」教育観を支持

するようになるとされる（Zeichner & Tabachnick,1981)。国内外の社会科教師教育の研究でも同

様の傾向が確認されており，この現状に抗う教師教育・教員養成も数多く提言・実践されている

ものの，入職後まで追跡してその意味や効果を確認した研究はほとんど存在しない。 

入職直後の教師志望学生は，現場経験を通して大学での学びをどのように意味づけ，とらえ直

すのか。この問いに答えるため，西日本の私立 X大学教職課程を卒業した元学生 1名（A氏）に

対し，継続的なインタビュー調査を実施した。インタビューは A 氏が卒業間際の 2021 年 3 月か

ら入職後の 2021 年 7 月にかけて 1 ヶ月毎に計 5 回，対面またはオンラインで実施した。インタ

ビューに際しては Hawley（2010）を参照し，現在取り組んでいる授業や校務，現在思い起こさ

れる学生時代の経験，現時点での自身の社会科教育に関するイメージや信念，などをたずねた。  

 インタビューはデータを書き起こした上でオープンコーディングを実施した。結果，「社会科の

授業」「副担任や部活動などの校務」「生徒指導やトラブル対応」「社会科の同僚との関わり」「大

学時代の新入生オリエンテーション活動の経験」などの項目について，継続的に多くの語りがな

されていることを確認した。この結果をもとに，A氏とともにデータの解釈・意味づけを行った。 

分析と A氏への追加の事実確認を通して，以下のことが明らかとなった。①A氏は，コミュニ

ケーションや活動的な学びを重視する大学時代のカリキュラムや授業を通して，それまでの内向

的な性格が変化し，その経験が「社会に出て困らないための社会科」「主体的で活動的な学びをと

もなう授業」といった授業イメージの形成へつながっていた。②A 氏は，学校への ICT の導入，

支援的な同僚，授業づくりに専念できる余裕のある環境，協力的な生徒の実態などに支えられて，

この社会科授業イメージを継続的に追究・発展させ続けることができていた。③大学での学びの

経験は時間経過とともに徐々に言及されなくなる一方で，A 氏は大学で学んだ授業や学習のあり

方そのものを強く内面化しており，それを無意識的に自身の授業スタイルに反映させていた。 

 本研究は 1 名を対象としたケーススタディに過ぎないものの，教師志望学生は高校までと同様

に大学教育をも被教育経験化してしまう危険があること，それを回避するためには自身が内面化

した経験や教育観を言語化し他者に提示する機会が必要なこと，そしてその省察のパートナーと

して教師教育者が有効に機能しうること，などを仮説的に提示することができた。 

【引用・参考文献】 

 Hawley, T. S. (2010). Purpose into practice: The problems and possibilities of rationale-

based practice in social studies. Theory & Research in Social Education, 38(1), 131-162. 

 Zeichner, K. M., & Tabachnick, B. R. (1981). Are the effects of university teacher 

education'washed out'by school experience?. Journal of teacher education, 32(3), 7-11. 


